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このセミナーでお話しすること

■ グローバル化社会で
必要とされるスキルとは

■ 欧米の人材開発戦略

■ ナレッジ・コモンズとは何か
：2025年に向けて
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グローバル化社会で
必要とされるスキルとは

人財

資本 製品

グローバル社会とは何か？
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「アントレプレナーシップ」
を発揮できる人材

起業家精神．新しい事業の創造意欲に燃え，高いリスクに果敢に挑む

問題点を発見し

解決できる

スキル

新たな価値を

創り出す

スキル

ものごとを

正確に速く行う

スキル

東南アジア諸国の台頭
ICT技術の一般化によって

優位性喪失

1970～90年代
世界に打ち勝ってきた

低価格&高品質

グローバル社会に対応できる人財とは?

成長経済(インフレ)

収縮経済(デフレ) 構造不況(SR)

問題点を発見し

解決できる

スキル

新たな価値を

創り出す

スキル

ものごとを

正確に速く行う

スキル

問題解決型

学習法

企画立案型

学習法

協働協調型

学習法

これらの学習方法は、座学講義ではなく
全て「演習」式の講義形式で行われます

新しい資質を育む3つの学習方法
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ICT機器
学習ツール

家具

協働協調型

学習法

ものごとを

正確に速く行う

問題解決型

学習法

問題点を発見し

解決できる

企画立案型

学習法

新たな価値を

創り出す

3つの学習法の学習環境

分 類 協働協調型 問題解決型 企画立案型

目 的 専門知識の習得 課題解決能力育成 新しい価値の創造

教室のサイズ 中（～100名） 小（20～40名） 小（20～40名）

家具の配置 固定配置 可動配置 可動配置

家具の運用 固定的に使用
学習課題

によって変化

学習プロセス

によって変化

学習ツールの
特徴

ICT中心
（効率化）

ICT
ステーショナリ

ステーショナリ

ＩＣＴ環境 限定的な固定機器 マルチ利用環境 選択的に使用

3つの学習法の学習環境
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ICT

道具

固定可変 問題解決型

学習法

企画立案型

学習法

協働協調型

学習法

3つの学習空間の特長

・重要な「3つのスキル」

・専門的な教育手法

・ICT機器、学習ツール、家具

グローバル人財を育むためには・・・

ここまでのまとめ
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ナレッジ・コモンズ
とは何か

日本の人財に必要な要素

日本の大学生の3つの課題

◎国際的なコミュニケーション能力

◎自発性・積極性

◎クリエイティブ思考

「多様性」の欠如

日本の大学について考えてみると
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＝
「ナレッジ・コモンズ」

多様性 の獲得

ナレッジ・コモンズとは何か

＋
企業間コラボ推進
先端技術の実用化
社会人再教育

異分野とのコラボ
先端研究の活性化
教育の多彩化
大学 社会(企業)

「２つ多様性」に対応するための
空間環境の要素

集る「人」に合わせて空間を設える

可 変
空間を特徴的に設えて「人」を集める

特 設

ナレッジ・コモンズの空間コンセプト



2014/2/20

8

出会う つながる
みんなと

考える

ひとりで

考える

語り合う

企業・個人・地域などの
異なる人財が交流するには・・・

「仕掛け」と「設え」が必要です

パートナーシップを紡ぐ設え

協 働

多様性のある人財が協働するためには

ナレッジ・コモンズ

大学の
新しい
知識創造
空間

企 業

初等・中等教育施設・地域社会との連携

初等
中等

伝統的
大学施設

異分野間の
コラボレーション促進

《働き方の多様化》

産学連携
の強化

個人
(卒業生)
地域

次の１０年で成すべきことの提案
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・多様性のある知識創造を支援

・複合的コラボレーションの実現

⇒イノベーション誘発ための活動拠点．
垣根のないコラボレーション実現の場

⇒大学・企業間・個人が連携できる情報ハブ．
大学が中心となった知の連合グループの構築

ナレッジ・コモンズの期待される効果

グローバル人財を育み、
活躍の環境を創るには
大学・企業・個人が

有機的に「つながる」必要がある

ナレッジ・コモンズ
協生環境 & 情報ハブ

ナレッジ・コモンズの期待される効果
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序章 社会背景と社会から求められる新しい資質
第1章 大学の教育・研究のための空間特性
第2章 知識創造プロセス
第3章 知識創造に関わる新しい教育方法と空間環境
第4章 社会との橋渡しになるナレッジ・コモンズ

まとめに代えて


